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高濃度低粘性硫酸バ リウム製剤 :バ リコン ミー
ル,BP-HD
従来のバ リウム製剤 :バ リトップP
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1)バ リコンミー ルは流れが遅 く,特に230W/v%
は張り付いたような状態になっている｡2)BP-
HD200W/v%は流れが速 く,ピークを作った後,
急激にDSA値が下がる｡
3)流動性とコントラストの関係はよく一致して
いるo
考 察
1)アルギン酸印象材ファン トー ムを用いた実験
においては,必ずしも高濃度バリウム-高コント
ラストとはならなかったが,豚胃を用いた実験で
は,流動性とコントラストの関係がよく一致した｡
このことからコントラストにはバ リウム濃度の他
に,少なくともバリウムの流動性が深 く拘わって
いると考えられる1)0
2)それぞれ使用が指示される濃度の範囲内で高
濃度バリウム製剤と従来のバリウム製剤とを比較
した場合,BP-HDは流動性は高いが,コントラス
トは期待されるほど高くない6)｡一方,バ リコン
ミー ルはコントラストが高い反面,流動性は低い｡
3) 3秒から6秒後にコントラストのピークがあ
り,臨床の撮影にあたって留意すべきである｡
バリウムの種類や濃度によって,コントラストが
ピークに達する時間が異なる可能性があり,ここ
から術者のバリウム製剤に対する好みも生じ得る｡
結 語
バ リウムの高濃度化は高コス ト化という大きな
問題を含んでいる｡今回着目したコントラストと
いう面では,フイルム･スクリー ン系の改善,装置
のデジタル化等によっても十分向上が期待できる
ので,今回の実験では特に高濃度バ リウムを用い
るだけの積極的意義を兄いだすことはできなかっ
た｡
しかし,高濃度バリウム製剤も流動性の改善に
よっては質が向上する可能性があり,さらなる研
究･開発を期待するとともに,われわれも本研究を
続けて行きたいと考えるo
(尚,本論文の論旨は社団法人日本放射線技術学
会第33匝仲 国四国部会において発表した｡)
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